
電機懇は４月１９日（土）午後、

東京都南部労政会館「会議室」にて

電機・情報ユニオンと「政策学習会」

を開催しました。（写真右）

当日は、３団体・９職場から３３

人の参加者でした。司会は、電機懇

相原事務局次長が行いました。

主催者挨拶は電機懇今井代表が

「企業のＨＰではりっ

ぱなことを掲載してい

るが形だけになってい

る」と批判しました。

９０分間の講演では、労働問題研究家の筒井晴彦氏

から「社会正義の新時代へ、多国籍企業規制の新展開」

と題する７１ページもの資料集を縦横に使って分かり

易く解明されました。冒頭「世界の労働組合は、新自

由主義への対応軸としてなにをかかげているか」につ

いてディーセント・ワークと組織化戦略をフローチャー

トで解明し「職場からたたかう力」を強めることを重

視され、憲法９８条で国際法規を誠実に遵守義務を負

うことを宣言しており、「ＩＬＯ条約・勧告」「ＯＥ

ＣＤ多国籍企業ガイドライン」「国連グルーバルコン

パクト」「ＩＳＯ２６０００」などで企業の社会的責

任の新展開への追求を強調されました。

質疑応答では、５人の方々から積極的に行なわれ講

演内容がさらに深められました。

職場報告では、日立懇馬場事務局長（写真下）が日

立の特徴点として、グローバル経営の

加速化による国内事業の再編・閉鎖・

売却強行などによる労働者の雇用や地

域経済に対する責任を放棄する実態が

顕著に表面化していると述べました。

二番目に、ルネサス懇林代表代行が一昨年から強行

されている２万人もの人減らし策に続いて、６０００

人もの広域配転で退職を迫ってり、育児・介護などで

は企業に配慮義務を課しているにも関わらず実施して

いる実態を告発しました。

閉会挨拶は電機・情報ユニオンの米

田徳治中央執行委員長（写真左）が

「電機大企業との団交において国連グ

ローバルコン

パクト、ＩＳ

Ｏ２６０００

を活用して行

ない、会社の

不正義を追及

している」と

実践経験を紹

介し、重要性

を強調した内

容で閉会とな

りました。
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新自由主義へ対抗軸を解明！

今月号の紙面
①学習会「多国籍企業と民主的規制」

②第８５回メーデーに全国で参加

③第８５回メーデーに全国で参加

④パート３、玉川事業所で宣伝！

一時金７．６％増１７０万円台

⑤新幹線通勤の半年、大雪と春闘

日立青梅で宣伝行動を実施

⑥私の自慢「原発の町議に」河本さん

⑦電機情報ユニオン、青年コーナー

⑧掲示板、ルネサスの支援強化を

第２７回総会の開催、集積回路

＝政策学習会「多国籍企業と民主的規制」に３３人の参加＝


